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大飯発電所３、４号機の工事計画認可申請の経緯について １

◆平成２９年４月２６日 「工事計画認可申請の補正書の再提出」

○前回の補正（平成２８年１２月１日）以降に提出した原子炉設置変更許可申請の補正内容反映。
これまでの審査の中でいただいたご指摘等を踏まえた記載内容の適正化を実施。

◆平成２５年７月８日 「工事計画認可申請書の提出」
○平成２５年７月８日に新規制基準が施行されたことに伴い、原子炉設置変更許可申請書、工事計画認可申請
書、および保安規定変更認可申請書を提出。

○工事計画認可では、重大事故に対処するために使用する新設設備について申請。(約４０設備)
○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(７００ガル)による評価を行い、その結果を反映。

◆平成２５年８月５日 「工事計画認可申請書の追加提出」
○重大事故に対処するために使用する既設設備および設計基準事故※１に対処するために使用する設備の
工事計画認可申請書を追加提出。(約６０設備)

○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(７００ガル)による評価を行い、その結果を反映。

※１ 多量の放射性物質が放出するおそれがある安全設計上想定すべき事故。（例：原子炉冷却系の配管が破損し冷却水が失われる原子炉冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）等）
※２ 平成２８年５月１８日、１１月１８日に原子炉設置変更許可申請の補正書を原子力規制委員会へ提出。

工事計画認可申請とは、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（炉規制法第４３条）に基づく手
続きで、原子炉設置変更許可申請における原子炉施設の基本設計に従ってなされた原子炉施設の詳細設計につ
いて、技術基準を満足していることを原子力規制委員会に審査していただくために申請するものである。

◆平成２８年１２月１日「工事計画認可申請の補正書の提出」

○原子炉設置変更許可申請の補正書※２の内容や審査会合等の結果を反映した設備の詳細設計の見直しを行い、

重大事故等に対処するために使用する設備および設計基準事故に対処するために使用する設備について、

各設備の詳細設計を追加・修正し、補正申請。(約４４０設備：既に申請している約１００設備を含む)

○耐震安全性評価が必要な設備については、基準地震動Ｓｓ(８５６ガル)による評価を行い、その結果を反映。



２
大飯発電所３、４号機の工事計画認可申請の補正書の概要について

前回（平成２８年１２⽉１⽇） 今回（平成２９年４⽉２６⽇）

【基本設計方針】

・原子炉設置変更

許可申請の

補正内容反映

・記載の適正化

原子炉格納容器水素燃焼装置は、ディーゼル発電機からの給電
に加えて、…・・（途中略）…・・空冷式非常用発電装置から給電で
きる設計とする。

原子炉格納容器水素燃焼装置は、ディーゼル発電機からの給
電に加えて、…（途中略）…原子炉格納容器水素燃焼装置の２
系統の電源設備は、それぞれ原子炉周辺建屋の異なる区画
に設置することで、互いに位置的分散を図り、独立した設計と
する。

格納容器スプレイ系については、原子炉格納容器内でのみ生じ、
防護すべき設備は耐環境性があることから、…（途中略）…要求さ
れる機能を損なうおそれはない。

格納容器スプレイ系があるが、格納容器スプレイ系の作動によ
り、発生する溢水については、原子炉格納容器内でのみ生じ、
…（途中略）…要求される機能を損なうおそれはない。

【添付資料】

・原子炉設置変更

許可申請の

補正内容反映

今回変更箇所

※図面はイメージ。

電線貫通部を１箇所から２箇所へ変更
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○前回の補正（平成２８年１２⽉１⽇）以降に提出した原⼦炉設置変更許可申請の補正書内容の反映例および記載の適正化例


